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井戸型ポテンシャルに閉じ込められた励起子は量子閉じ込め効果により高速で高強度な発光

を示すことが知られており、この特性を利用したシンチレータの開発が期待されている。先行

研究において、有機無機ペロブスカイト型化合物は有機層を障壁層、無機層を井戸層とした量子井

戸構造を有しており、励起子が量子閉じ込め効果を受けることが報告されている [1]。当該化合物の中

でも我々は(RNH3)2PbBr4 {R:炭化水素} が高速発光を示すシンチレータ材料として研究を行ってきた

が [2]、今回は同様に高速な励起子発光を示す報告がなされている(RNH3)2PbI4 に着目した  [3]。

そこで本研究では(C6H5C2H4NH3)2PbI4 単結晶を作製し、フォトルミネッセンス (PL) 及びシンチ

レーション特性の評価を行った。 

Figure 1 に(C6H5C2H4NH3)2PbI4の X線誘起シンチレーションスペクトルを示す。560 nm に発

光ピークが観測され、これは浅いトラップ準位での励起子再結合に由来すると考えられる。

Figure 2 に(C6H5C2H4NH3)2PbI4の X線誘起シンチレーション減衰曲線を示す。この減衰曲線は 3

成分の指数関数の和で近似された。第 1 成分は無機層での自由励起子の再結合、第 2, 3 成分は

浅いトラップ準位での励起子再結合に由来すると考えられる。本講演では PL及びシンチレーシ

ョン特性のより詳細な評価結果について報告する。 
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Figure 1. X-ray induced scintillation spectrum of 

(C6H5C2H4NH3)2PbI4 sample. 

Figure 2. X-ray induced scintillation decay curve 

of (C6H5C2H4NH3)2PbI4 sample. 
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